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瀬戸内海およびその周辺海域における

ホンダワラ科藻類の分布について

斉　　藤　　雄之助

Studies　on　the　Distribution　of　Sα78σssα06α8in

the　Seto　Inland　Sea　and　Its　Adjacent　Waters

Yunosuke　SAITo

　Distributional　characters　of　the　species　of　Sα7gαs3αc8αεwere　examined　by　the　date　based　on　the

surveys　of　the　distribution　and　abundance　of　seaweeds　in　the　Seto　Inland　Sea　and　its　adjacent　waters．

There　surveys　were　performed　by　the　Nansei　Regional　Fisheries　Research　Laboratry＆n（1Prefectual

Fisheries　Experimental　Stations£acing　to　the　Seto　Inland　Sea　and　its　adjacent　waters　to　investigate

the　seaforests　of　coastal　waters　during1976through1977，

　Results　obtained　may　be　summarized　as　follows．

1）　Twenty　nine　species　of　Sαr8α55ασεα8were　recognized　in　the　surveys．

2）　The　survey　areas　were　divided　into14districts　and　the　percentages　of　occurrence　of　each　species

　　were　examined　for　these　districts．Subsequently，they　were　combined　into5regions　according　to

　　the　similarity　of　occuπence．In　the　Seto　Inland　Sea　proper，4associations　were　found、Each

　　regions　and　associ飢ions　were　characterized　by　presence　of　particular　combination　of　Sαrgαssαcεα8

　　algae．

3）　Inspection　of　affinities　for　habitat　selection　between　species　of3α7gαs5αoθαεalgae　in　each　region

　　showed　a　tendency　toward　combination　in4groups，the癒st　group　is　consisted　of且ve　species，

　　Sα79αssμ規　horπ8π，　S．ずoππ8，　5．　∫μ1vε11μ〃2，3．ραθn5　and　3，　3ε77α∫ゲ01∫μ脚，　the　secon（1group

　　of　three　species，S．pαεπs，S．sθr7αだ∫01∫μ隅and　S．hθ醒ゆhア伽配，the　third　group　of　two　species，

　　S，sαgα海α灘規and　S．溜αα6αn’hμ解　and　the　fourth　group　of　two　species，5。’oπ∫1θand

　　S．η2εorσoαπfhμητ．

4）With　respect　to　the　topography　of　habitat，the　inner　coastal　type　were　represented　by　Sα78αs5μ醒

　　horπθr∫，S・幻ε〃αη2απ‘αημ配，S．conブμ5μ解，S．pご1μ1ザe7μ1ηand　C”fophy11μ醒5’sy解わ7‘o’4βs，while

　　the・ceanictypebyS・3α9α伽ημ鵬S・囎7が・伽鵬S・舵膨αnfh隅S・吻P・撫鵬S・αss∫副8・

　　3．5伽ゴ8’，S．副spゲ01伽，S。hアμ9αεπsθ，S。P1α9吻hy伽襯，S．卿θπs，S。58脚邸01伽，S・8’9αn一

　　∫¢ゲo伽醒，S．10剛ε，S．吻9901伽πμ脚，S．hε纏phy1’μmand研批まα加’∫or躍6，

　ホソダワラ科の藻類からなる藻場（通称，ガラモ場）はメバル，アイナメ，クジメなどの産卵場や幼稚魚

の生育場となっており，またスズキ，タイ類，ベラ類など一時的に来遊するものの摂餌場ともなっている。

また，藻体自体はサザエ，ウニなどの餌料となり，さらに流れ藻ともなって，ブリ，サソマ，メバル，カサ

ゴなどの稚仔魚に生育場を与えている。

　このようにホンダワラ類藻場は沿岸水産資源の酒養に重要な役割をもっている。200海里漁業専管時代を
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迎え，我が国の水産業は沿岸漁業の振興により，その生産量の増大をはかる必要に迫まられている。この時

期に当り，藻場は沿岸水産資源の生産の場として注目され，新しい生産の場の環境作りとして藻場造成の必

要性がたかまりつつあるが，この藻場造成の技術を確立し，藻場造成の効果をたかめるためには，まず，藻

場を構成する藻類の分布ならびに生態を明らかにしておく必要がある。

　我が国の沿岸に生育するホソダワラ科藻類に関しては，Yendo勘山田2，3・4）の研究があり，また岡村5）も

詳しく記述しているが，分布に関しては谷口6）も我が国沿岸の海藻群落の研究のなかで記述している。また

瀬戸内海の部分的な海域における分布に関する研究は数多いが，瀬戸内海全域を通じてのホソダワラ科藻類

の分布をとりまとめたものは稲場7）の研究のなかにあり，また分布の特性について検討したものには佐々田

ら8）の研究がある。しかし，これらの研究に用いられた資料の採集地点は一部の海域に偏っていたきらいが

あり，また調査時期も古く，それらの結果は瀬戸内海および周辺海域におけるホンダワラ科藻類の分布の現

状とその特性を示すには必ずしも十分とは言えない。

　今回，1976～77年に水産庁による沿岸海域藻場調査（国土庁による国土計画基礎調査の一環として国土庁

より水産庁へ移管）が実施され，南西海区水産研究所ならびに関係府県の水産関係諸機関によって，瀬戸内

海，九州東南部，四国南部，紀伊半島西南部の総延長約8，500kmの沿岸域の藻場および干潟の分布，184地

点における海藻群落の垂直断面分布および藻場の植生種類について調査が行われた。この調査のうち，海藻

群落垂直断面分布および藻場植生種類を調査した潜水坪刈調査地点はかなり均等に各府県の沿岸に配分，設

置され，また外海域にも及んだので，この調査で得られたホンダワラ科藻類の分布に関する資料は瀬戸内海

およびその周辺海域のそれらの分布の現状と特性を検討するのに適したものと考えられる。筆者は，この資

料を用い，瀬戸内海およびその周辺海域におけるホソダワラ科藻類の一般的な分布傾向をみるとともに，類

似度指数による数量的解析から調査海域における群集の区分を行い，海洋環境との対応関係を検討したの

で，ここに報告する。

　本文に入るに先だって，沿岸藻場調査の藻場干潟分布調査にあたり，多くの困難を克服して，これを実施

し貴重な資料を提供して下さった和歌山県，大阪府，兵庫県，岡山県，広島県，山口県，福岡県，大分県，

宮崎県，鹿児島県，愛媛県，香川県，徳島県，高知県の水産関係諸機関の各位ならびにこの調査を企画，指

導され，また資料の整理にあたられた南西水研内海資源部長倉田博博士に深く敬意と感謝の意を表します。

また本稿について，懇篤なる指導と校閲の労をとられた南西水研所長桑谷幸正博士に謝意を表します。

調　査　方　法

　資料は瀬戸内海関係府県の水産試験場その他の関係機関が昭和51，52年度沿岸海域藻場調査の一環として

実施した藻場干潟分布調査の潜水坪刈調査の結果を用いた。

　上記の調査では各府県が地形，海象，海藻群落特性等により，調査海域を区分し，Fig．1に示す地点に

おいて，海岸線に対してほぼ垂直方向に潮間帯から海藻生育帯外縁までの調査線を設定し，年2回（春～秋）

調査線に沿って潜水目視観察し，また必要に応じて海藻を採取して，植生種類，被度および底質類型を調べ

た。また，調査線の上部および下部水深帯に各！点を選定し，50x50cmの枠を用いて，枠内に生育している

すべての海藻を採取し，種の同定および湿重量を測定した。

　これらの調査結果は，それぞれr海藻群落垂直断面分布図」，r藻場植生種類表」としてとりまとめられた

が，その概要は「沿岸海域藻場調査，瀬戸内海関係海域藻場分布調査報告一藻場の分布一」の中に報告され

　　9）ている　。

　この調査結果について，ホンダワラ科藻類の各種類毎に，それらが出現（採集あるいは観察された）した

調査地点を抽出し，瀬戸内海関係海域全域および各海域区分毎（区分は後述）に，ホンダワラ科藻類出現調

査地点総数に対する各種類毎の出現調査地点数の比率あるいは2種類が共通して出現した調査地点数の各種

類の出現調査地点数に対する比率などを計算し，瀬戸内海関係海域におけるホンダワラ科藻類の分布につい
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Fig．1．Sampling　stations　and　division　of　the　Seto　Inland　Sea　and　its　environs　into　districts．

て検討した。

調査結果および考察

1．　出現種類および出現調査地点

　上記の調査において出現したホンダワラ科藻類の種類名およびそれらが出現した調査地点をTable1に示

した。出現した種類数は全域で29種，海洋学，地理学でいう瀬戸内海で16種，これに紀伊水道域およびその

外海域を加えた海域で17種となっている。

　これら種類数は，それぞれ稲葉『）による瀬戸内海の生物相に関するとりまとめで報告された21種に比して

5種少なく，また佐々田ら6）の紀伊水道域およびその外海域を含めた瀬戸内海域におけるホンダワラ科藻類

の分布について報告された32種，2変種，4品種に比して15種，2変種，4品種少ないことになる。上記の

既往資料に記載されていて，今回の調査には出現しなかった種類は稲葉の報告との比較ではホソバモク，コ

ブクロモク，フタエモク，ススキモク，タマナシモク，ナノリソ，スギモクであり，新たに出現した種類は

ホソダワラ，ナラサモである。また，佐々田らの報告との比較で，出現しなかった種類はタツクリ，カラク

サモク，トサモク，ナノリソ，タマナシモク，ススキモク，ツクシモク，フタエモク，トサカモク，ナソカ

イモク，コブクロモク，ホソバモク，スギモク，Sα7gα5舐〃30ケ鰐ゲo伽〃τAG，およびヒジキの一品種，キ

レバノマメタワラ，ヤツマタモクの一変種，クソタレモク，フシスジモク，オオトラノオなどである。

　このように，今回の調査において出現した種類数が既往資料に比較して少なかったことは，前述のごとく

調査が調査線を定め，かつ年2回行われたのみで，特にホソダワラ科藻類の分布を知るために，全沿岸域を

長期にわたって探索したものでないことが大ぎな原因と考えられ，また観察・採集された種類のうちでも変

種，品種を含むものについては，特にこれを分類しなかったことも一つの原因としてあげられる。
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　しかしながら，出現しなかった種類のうちには既往資料と同一範囲の海域では出現していなくても，他の

関連海域では出現しているものもあり（タマナシモク，フタエモク，ナンカイモク，コブクロモクは豊後水

道外海域では出現しているなど），今回の調査結果は瀬戸内海関連海域のホンダワラ科藻類の分布を検討す

るには必らずしも不十分であるとは考えられない。また，出現しなかった種類の大部分は既往資料でみても

分布域は狭く（採集された地点数が少なく），また生育量も少ないとみられるので，藻場の分布という観点

から見ればそれらは重要種とは考えられない。

2．出現率
　村上1D）は，瀬戸内海域を地形や水の動きから，外洋からの遷移域としての豊後，紀伊の2水道（響灘を除

く），播磨・伊予，周防の3灘，大阪，広島，別府の3つの二次湾，安芸，備後瀬戸の両水路及び中央部の

備後・燧の両灘に分け，それぞれの海域の海洋学的特性について述べている。瀬戸内海およびその周辺海域

におけるホソダワラ科藻類の分布特性（出現率）を検討するに当っては，各海域の環境特性との関連性を考

慮する必要があるので，瀬戸内海域は村上による区分を基本とし，別府湾は二次湾としては外洋性が強いと

されているので豊後水道に含め，また周防灘は，その東部は豊後水道系の外洋性の水の影響が大きく，西部

は響灘からの影響はあるが，東部とは性格を異にするとみられるので，これを東西に二分し，また燧・備後

の両灘は性格が似ているので，これらを一つとし，さらに内海の周辺海域を豊後，紀伊の両水道の外海域と

四国南岸域に分け，Fig．1に示すごとく，14の海域に区分して，まず，それぞれの海域におけるホンダワ

ラ科藻類の分布特性について検討した。

　Table2に各海域毎の各種毎のホソダワラ科藻類が採集された調査地点数およびそれらの出現率を示し

た。出現率は佐々田ら8）が用いたと同様で，各海域においてホンダワラ科藻類が採集された調査地点総数に

対する各種毎の藻類が採集された調査地点数の比率を百分率で示した。

　Table2に示したごとく，両水道域を除く瀬戸内海域では，アカモクが採集された地点数が多く，周防灘

東部域および広島湾（ここらでは第！位はホソダワラ）を除いて，いずれの海域でも出現率は第1位となっ

ている。しかしながら，第2，3位は各海域で異なり，大阪湾ではホソダワラ，ナラサモ，播磨灘ではウミ

トラノオ，ノコギリモク，備讃瀬戸ではハハキモク，ウミトラノオ，燧，備後灘ではウミトラノオ，ヨレモ

ク，安芸灘では，ホソダワラ，ヤッマタモク（同じ第3位にヨレモク，ウミトラノオ，フシスジモク），広島

湾ではアカモク，ヒジキ，伊予灘ではホソダワラ，マメタワラ，周防灘東部域ではアカモク，トゲモク，西

部域ではホソダワラ，ヒジキ（ハハキモク）となっている。またその他の海域における出現率の順位は豊後

水道域ではノコギリモク，ヤッマタモク，アカモク（オオバノコギリモク，ヨレモク），豊後水道外海域で

はホンダワラ，ヤッマタモク，イソモク，四国南岸域ではネジモク，トゲモク，ノコギリモク（ヨレモク・

ナラサモ），紀伊水道外海域ではイソモク，ノコギリモク，ヒジキ（アカモク・ヨレモク・オオバモク・ネ

ジモク，トゲモク，フタエモグ），紀伊水道域ではイソモク，ヒジキ，ノコギリモクとなっている。

　このように各海域によって，ホンダワラ科藻類の分布特性は各海域間で似かよった面もあれば，異なる面

もあるので，次に瀬戸内海およびそめ周辺海域のホンダワラ科藻類について，2海域間の群集の類似性の程

度を示す類似度指数として木元11）のCE指数を用い，群集の区分を数量的に扱うことを試みた。Table2を

もとにしてCn指数を計算し，類似マトリックスの形で示したのがTable3である。さらにTable3をわ

かりやすくするためにMountford法による平均連結法によって作成したdendrogramをFig・2に示した。

　Fig．2からホソダワラ科藻類の群集区分を海域としてみた場合には，四国南岸域は最も独立性が高く，

また瀬戸内海域（水道域を除く）と両水道域および両水道外海域とではかなり異なった群集構造をしている

ことがわかる。また，両水道およびその外海域の中では，豊後水道外海域は独立性が高く，紀伊水道域と紀

伊水道外海域では一つの群を形成している。また瀬戸内海域の中では周防灘西部域が内海東部の各海域と一

つの群を形成している点に矛盾はあるが，ほぼ内海東部と中西部がそれぞれの群を形成している。周防灘西

一56一



Table3．Initial　trellis　diagram　using　Kimoto，s　CH　index　of　similarity，

Districts　I

　I

II

III

IV

V
VI

VII

VIII

IX

X
XI
XII

XIII

XIV

II

0．770

III

0．571

0．784

IV

0．563

0．816

0．676

V VI

0．685　0．615

0．753 0．587

0．685　0．452

0．872　0．734

　　　　0．859

VII

0．496

0．638

0．528

0．814

0．763

0，732

VIII

0．545

0。599

0．569

0．798

0．831

0．804

0．877

IX

0．884

0．811

0．703
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部域が内海東部の海域と同じ群を形成した原因は，大阪湾，周防灘西部域ともにホンダワラ科藻類が採集さ

れた調査地点数が少なく，またその種類数も少ないうえに，共通する種類の割合が高いので，類似度が高．く

なったためで，Table3に示されるように周防灘西部域と内海西部の各海域，特に安芸灘や広島湾との類似

度指数も高いので，周防灘西部域は内海東部の海域と同じ群を形成しているとみなくてもよいと考えられ

る。また，内海東部のなかでは備讃瀬戸もかなり独立性があるとみられる。

　ここで一っのまとまったホンダワラ科藻類の群集とみなすことができFるCH値は最低どの程度であるかは

問題であるが，仮にCH指数0。500を基準としてみると，A：瀬戸内海域，B＝紀伊水道およびその外海

域，C：豊後水道域，D；豊後水道外海域，E：四国南岸域の5群集区に分けられる。

　この群集区分は水温，塩分，栄養塩濃度などによって示される海洋性状による海域区分とかなりよい一致

をみせる。即ち豊後水道外海域は黒潮本流の影響をかなり強く受け，もっとも外洋的および暖海的性格の強

い海域，四国南岸域は豊後水道外海域に似るが，その性格がやや弱い海域，豊後水道域，紀伊水道およびそ

の外海域は外洋から内湾への遷移域でかなり外洋性が強い海域，瀬戸内海域は内湾性をもつ海域とみられ，

それぞれ，これらの海域区分に応じたホンダワラ科藻類の群集区分がみられると考えられる。

　この群集（海域）区のホンダワラ科藻類からみた特徴をみるために，各区におけるホンダワラ科藻類の出

現率を求めたが，その結果をTable4に示した。このTableにおいて出現率としてR1には各区における

ホソダワラ科藻類が出現した調査地点総数に対する各種が出現した調査地点数の百分率を，R2にはそれぞ

れの種が出現した全域の調査地点数に対する各区の調査地点の百分率を示した。またR3には各区の調査地

点数を同数にしたとぎの出現度指数（全調査地点で出現した時を100とした場合）を示した。

　瀬戸内海域㈲は90調査地点でホンダワラ科藻類が採集されているが，その70％近くの地点でアカモクが出

現しており，次いでホンダワラの出現率が高く，ヨレモク，ウミトラノオ，ヒジキ，ヤツマタモク，ハハキ

モクなどの出現も多い。他区との比較でみると，アカモクとウミトラノオの出現が多く，また，ジョロモク，

ハハキモク，エソドウモク，ホソバモクはこの区のみで出現しているのが特徴的である。

　紀伊水道およびその外海域（B臆18調査地点のうち，出現率のもっとも高いのはイソモクであり，ヒジキ，

ノコギリモクがこれに次ぎ，ネジモク，オオバモク，アカモクの出現も多い。他区との比較ではヒジキ，イ

ソモク，オオバモクの出現が多いのが特徴的である。

　豊後水道域（C），豊後水道外海域⑨，四国南岸域（動におけるホンダワラ科藻類の出現率の順位については既

に述べたが，それぞれ他区との比較では，豊後水道域④）ではヒエモク，オオバノコギリモク・ノコギリモ

ク，ヤッマタモク，フシスジモクの出現が多く，またタックリ，シダモクがこの区にのみ出現しているこ

と，豊後水道外海域（◎ではフタエモクの出現が多く，またタマナシモク，ツクシモク，ナンカイモク，コブ

クPモク，ヒユウガモク，ヘラモクはこの区のみに出現していること，四国南岸域（恥ではネジモク，トゲモ

クの出現が多いことなどが，それぞれの区の特徴としてあげられる。

　以上のことを出現地点数の比較的多い主な種について言いかえてみると，ヒジキは瀬戸内海域で多くの地

点で出現するが，出現頻度は紀伊鱒およびその外繊で高い・マメタワラは瀬戸内繊帝己伊水道および

その外海域，豊後水道域でほぼ同程度の頻度で出現するが，瀬戸内海域でやや高い。ヤツマタモクは豊後水

道域でもっとも出現頻度が高く，豊後水道外海域がこれにつぎ，瀬戸内海域ではやや低い。アカモクは瀬戸

内海域で出現頻度がもっとも高く，ついで豊後水道域，紀伊水道およびその外海域となっている。ノコギリ

モクは豊後水道域で出現頻度がもっとも高く，紀伊水道およびその外海域がこれに次ぎ，瀬戸内海域，四国

南岸域では低い。オオバノコギリモクは豊後水道域で多く出現し，豊後水道外海域にも出現するが他の海域

では出現していない。ヨレモクは豊後水道域で出現頻度がもっとも高いが，瀬戸内海域，紀伊水道およびそ

の外海域，四国南岸域ではやや低い。しかし，瀬戸内海域では出現した調査地点数は多い。ホソダワラは豊

後水道外海域で出現頻度はもっとも高いが，瀬戸内海域でも出現地点数は多く，出現頻度もかなり高く，ま

た豊後水道域でも出現頻度は低くはない。オオバモクは紀伊水道およびその外海域で出現頻度がもっとも高
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いが，豊後水道域がこれに次ぎ，豊後水道外海域ではやや低い。ネジモクは四国南岸域で出現頻度はもっと

も高く，紀伊水道およびその外海域がこれに次ぎ，豊後水道域やその外海域では低い。ハハキモクは瀬戸内

海域のみで出現している。ウミトラノオは瀬戸内海域で出現頻度がもっとも高く，紀伊水道およびその外海

域や豊後水道域にも出現している。イソモクは紀伊水道およびその外海域で出現頻度が高く，豊後水道外海

域がこれに次ぐが，豊後水道域や瀬戸内海域にも僅かながら出現している。トゲモクは四国南岸域でもっと

も出現頻度が高く，豊後水道域がこれに次ぎ，紀伊水道およびその外海域，豊後水道外海域，瀬戸内海域で

は出現頻度は低い。

　次に，瀬戸内海域のみについて群集区分のCn指数の最低基準をあげてみると，先にも述べたように，a

＝大阪湾，播磨灘，b：備讃瀬戸，c：燧・備後灘，安芸灘，伊予灘，周防灘東部域，d：広島湾，周防灘

西部域の4群集区に細分できる。これら小群集区のホソダワラ科藻類からみた特徴をみるために，これら小

区毎に各種別の出現率を求めたのがTable5である。

　大阪湾，播磨灘（a）は17調査地点のうち，出現率のもっとも高いのはアカモクであり，ウミトラノオがこれ

に次ぐ。他区との比較ではノコギリモク，アカモク，ホンダワラ，ウミトラノオなどの出現率が高いことと

ナラサモがこの区にのみ出現していることが特徴的である。備讃瀬戸（b）での出現率の順位については既述し

たが，他区との比較ではハハキモクの出現率が高く，ウミトラノオ，ノコギリモクの出現もかなり多いこと

およびアカモクの出現率がやや低いこと，またホソバモクがこの区にのみ出現していることなどが特徴的で

ある。燧・備後灘，安芸灘，伊予灘および周防灘東部域（c）では，47調査地点のうち，出現率のもっとも高い

のはアカモクであり，これにホンダワラ，ウミトラノオ，ヨレモク，ヒジキ，ヤツマタモクなどが次いでい

る。他区との比較では，ノコギリモク，ヨレモク，ヤッマタモク，ウミトラノオ，マメタワラなどの出現率

が高く，ヒジキ，ホソダワラの出現も多いこと，オオバモク，フシスジモク，イソモク・トゲモク・エyド

ウモクなどが瀬戸内海域ではこの区にのみ出現していることが特徴的である。広島湾，周防灘西部域（d）で

は，13調査地点のうち，アカモクの出現率がもっとも高く，ホンダワラ，ヒジキがこれに次いでいる。他区

との比較ではヒジキ，ホソダワラの出現率が高く，ヤッマタモク，アカモク，ヨレモクなどの出現が多いこ

とが特徴的である。

　以上のことを出現地点数の比較的多い種について言いかえてみると，瀬戸内海域では，ヒジキはc，d区

（内海の中西部）でのみ出現している。マメタワラはc，d区で多くの地点で出現するが，出現頻度として

はa，b区とc，d区で大差はない。ヤッマタモクは東部ではa区（播磨灘）の1地点で出現したのみで・

出現率，出現頻度ともc，d区で高い。アカモクは各区とも多くの地点で出現しているが，出現頻度として

はb区でやや低い。ノコギリモクはd区では全く出現しないが，a，b区とc区ではほぽ同様の頻度で出現

している。ヨレモクはa，b区でも僅かに出現するが，c，d区で多く出現している。ホンダワラもヨレモ

クと同様でc，d区での出現頻度が高い。ハハキモクは出現地点数はb区とc区で同じであるが，出現頻度

はb区で高い。ウミトラノオは出現頻度はb区で高く，d区でやや低いが，全区で出現している。

3．混生率

　同一調査地点でいくつかのホンダワラ科藻類が出現した場合（調査線に沿っての観察および採集で出現し

た種も含めているので，坪刈調査で同一カデラートの中に出現したとは限らない）に混生しているとし，そ

れぞれの種が出現した調査地点数に対する同一調査地点で他の種が出現した調査地点数の割合を混生率と

し，これを全域および2の項で区分した各区（ただしB区とC区は併合した）毎に計算した結果をTable6

～10に示した。

　混生率は各区によって同一種間でも異なるが，多くの種類でその傾向は各区を通じてかなり似通ってい

る。

　各種毎にそれらへの混生率の高い種についてみると次のごとくである。
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Table7．Percentago　occurrence　of　other　species　mixed　with　the　species

　　　　　of　Sα7gαs3αcθαθalgae　in　the　Region　A，

　　　　　　Values　are　as　in　Table6．

　　　　　Species－2

Spccies・1

＆pf1μ1f一

メβ■賜
S，ρ躍8π5 5．ho川θ7f

＆58ア7躍’一

∫01’㎜ ε∫07醒8
S．ノ1μ1v8・

11㎜

＆左ノ¢1肋α一

躍側㎜
＆’肋”・

加喀ff

鼠ρπμ’ザ87㎜ 16．7 66．7 16．7 33．3 41．7 8．3 16．7

＆Pα’θπ5 13．3 80．0 26．7 53．3 60．0 0 20．0

＆ho7躍βバ 13．3 20．0 15．0 21．7 40．0 13．3 23．3

＆5¢7剛がo’f㎜ 16．7 33．3 75．0 41．7 41．7 8．3 16．7

＆fO”漉 23．5 47．1 76．5 29．4 58．8 11．8 23．5

＆μり8〃㎜ 14．7 26．5 70．6 14．7 29．4 8．8 17．6

£丸ノ¢π脚πf砿㎜ 7．1 0 57．1 7．1 14．3 21．4 28．6

ε湧㎜∫θアgff 10．5 15．8 73．7 10．5 21．1 31．6 21．1

　マメタワラに対してはアカモク，ホソダワラ，ヨレモク，トゲモクなどとの混生率が一般に高い。ヤツマ

タモクに対してはホンダワラ，アカモク，ヨレ・モクなどとの混生率が各区を通じて高いが，B，C区ではノ

コギリモク，D区ではイソモクとの混生率も高い。アカモクに対しては出現した調査地点数が多いので混生

率は全般に低いが，各区を通じてホソダワラ，ヨレモク，ノコギリモクなどとの混生率が高く・またA区で

はウミトラノオ，B，C区ではイソモクとの混生率も高い。ノコギリモクに対してはアカモク，ヨレモクと

の混生率が全般に高いが，E区ではネジモク，トゲモクとの混生率が高い。オオバノコギリモクに対しては

全域ではヤツマタモク，アカモク，ネジモク，ノコギリモク，ホンダワラなどとの混生率が高いが，これは

B，C区における混生率を反映したものであり，D区およびE区ではオオバモクとの混生率が高い。ヨレモ

クに対してはアカモク，ヤッマタモク，ホソダワラ，ノコギリモクなどとの混生率が高いが，B，C区およ

びE区では，トゲモクとの混生率も高い。ホンダワラに対してはアカモク・ヤッマタモクとの混生率が高

く，A区ではヨレモク，B，C区ではオオバノコギリモク，オオバモク・D区ではイソモクの混生率も高

い。オオバモクに対してはヨレモク，オオバノコギリモク，トゲモクなどの混生率が高い。ネジモクに対し

てはノコギリモク，トゲモク，ヨレモクなどの混生率が高いが，B，C区ではオオバノコギリモク・D区で

はホンダワラ，E区ではトゲモクなどの混生率も高い。ハハキモクに対してはアカモク，ウミトラノオの混

生率が高い。ウミトラノオに対してはA区ではホンダワラ，アカモク・ハハキモクの混生率が高いが・D区

ではヤッマタモク，フタエモクの混生率が高い。イソモクに対してはB，C区ではノコギリモク，アカモク

の，D区ではヤッマタモクの，また両区でフタエモクの混生率が高い。トゲモクに対してはB，C区ではア

カモク，ヨレモクの混生率が高く，E区ではオオバモク，ネジモグの混生率が高い。フタエモクに対して

は，B，C区ではイソモク，アカモク，ノコギリモクの，D区ではイソモク，ヤツマタモクの混生率が高

い。

　以上の結果をとりまとめてみると，アカモク，ヨレモク，ホンダワラの間では相互の混生率が高く，ヤツ

マタモク，ノコギリモクは上記の3種の間との相互の混生率もかなり高いが，またイソモクを含めた3種の

間の相互の混生率も高い。また，マメタワラーアカモク，オオバノコギリモクーオオバモク・ネジモクーノ
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Table9． Percentage　occurrence　of　other　species　mixed　with　the　species　of
Sα78・αssαoεαθalgae　in　the　Region　D．

　Values　are　as　in　Table6，

　　　　　Specles－2

Species・1
ε即’θn3

＆8fg傭εf一
∫o伽加

5．

飼vβ11μ〃2

3．

吻98014・
fα朋川

＆5α8のπ一

fαn鼎

S．！h朋一

わα9ガ

5．hθ履一
助ア1’μ溺

＆4μμf－

oα’㎜

S．Pαθπ5 0 80．0 0 0 20．0 60．0 20．0

鼠8’8α庇ヴ10伽耀 0 0 100．0 0 0 0 0
＆μソ811耽 57．1 0 0 14．3 0 28．6 0

＆吻980妨α朋〃2 O 100．0 0 0 0 0 0

＆5α9召癬佛∫α朋醒 O 0 100．0 O 0 0 0

ε伽η加～9” 100．0 0 0 0 0 0 0

＆hθ謝phア〃㈱ 75．0 0 50．0 O 0 0 25．0

＆4曜禰躍脚 33．3 0 0 0 0 0 33．3

Table10． Percentage　occurrence　of　other　species　mixed　with　the　species　of
Sα78α5sα08α8algae　in　the　Region　E、

　Values　are　as　in　Table6．

　　　　　Species（2）

Species（1）

＆ρα’eπ3
5、5θ77α9

棚01伽！

5．9’9側’εf一

∫o’勧！
＆’07’f18

＆ノ1μ漉一

”μ醒
ε吻ggoム
4’απμη3

＆躍9α所f一

απ㎜

S．層σ7α一

cα躍h㎜

8ρα’6π3 0 0 0 0 0 0 0

＆5β脚瑚o磁加 0 0 0 0 0 100．0 100．0

＆9’8傭8’∫o勘醒 0 0 0 0 100．0 0 0

＆’oκ龍 0 0 0 0 0 100．0 100．0

鼠μソ8〃μ〃1 0 0 0 0 0 0 0

＆廟ggo履側㎜ 0 0 100．0 0 0 0 100．0

＆5α9佛’απ㎜ 0 16．7 0 16．7 0 0 100．0

Sη廊雌σα’加醒 0 16．7 0 16．7 0 100．0 100．0

コギリモク，ネジモクートゲモク，ハハキモクーウミトラノオ，イソモクーフタエモク・　トゲモクーヨレモ

クの相互間の混生率も高いといえる。

　これらのことは，いくつかの種がそれぞれ群集をつくっているとみられ，相互の混生率が高いことは，生

育環境に対する適応性が似通っていることを示すと考えられる。

　また，アカモクのごとく他種に対する混生率が平均的に高い種は主として水温，塩分などの環境に対する

適応範囲が広く，ヤッマタモク，ノコギリモク，ヨレモク，ホンダワラ，トゲモクもかなり広いとみられ

る。
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4．総括

　以上，出現率，混生率の検討結果を総合してみると，瀬戸内海域㈹にはアカモク，ホンダワラ，ヨレモク，

ウミトラノオで代表される群集が，紀伊水道およびその外海域（B）にはヒジキ，イソモク，ノコギリそク，オ

オバモクで代表される群集が，豊後水道域¢）にはノコギリモク，ヤッマタモク，オオバノコギリモク，ヨレ

モクで代表される群集が，豊後水道外海域（◎にはホンダワラ，ヤツマタモク，イソモク，フタェモクで代表

される群集およびタマナシモク，ツクシモク，ナソカイモク，コブクロモク，ヒュウガモク，ヘラモクから

なる群集が，四国南岸域（助こはネジモク，トゲモク，ナラサモで代表される群集が存在すると考えられる。

　また，さらに瀬戸内海域を細分してみるならば，大阪湾，播磨灘（a）にはアカモク，ノコギリモクおよびウ

ミトラノオで代表される群集が，備讃瀬戸（b）にはアカモクおよびハハキモク，ウミトラノオで代表される群

集が，燧・備後灘，安芸灘，伊予灘および周防灘東部域（c）にはアカモク，ホンダワラ，ヨレモク，ヤッマタ

モク，ノコギリモクを主体とする群集が，広島湾および周防灘西部域にはアカモク，ホソダワラ，ヤッマタ

モクおよびヒジキを代表とする群集が存在するとみられる。

　また，アカモク，ハハキモクは内湾的性格が強い種であり，ネジモク，ナラサモ，トゲモク，タマナシモ

ク，ツクシモク，ナンカイモク，コブクロモク，ヒュウガモク，ヘラモクは外洋的性格が強い種であり，ヒ

ジキ，ヤツマタモク，ノコギリモク，オオバノコギリモク，ヨレモク，オオバモク，イソモクは中間的性格

であるが，より外洋的性格が強い種であり，またフシスジモク，ジヨロモク，マメタワラも中間的性格であ

るが，より内湾的性格が強い種であるとみられる。またホソダワラ，ウミトラノオは内湾的から外洋的まで

広い性格をもつ種と考えられる。

　谷口6）は我が国沿岸域の海藻群落について研究し，これを5つの群団に，さらにこれら群団をそれぞれい

くつかの群集に分類しているが，これら群団，群集の標徴種としてホンダワラ科藻類をあげている。佐々田

　のら　は谷口の群落の分類とその標徴種との関係をもとにして考えると，ジヨ・モク，ヒジキ，オオバモク，

イソモク，トゲモク，ナラサモは外洋的性格の強い種，アカモク，フシスジモクは内湾的性格の強い種，ヤ

ツマタモクは中間的性格の種，ウミトラノオは外洋的性格の強い海域から内湾度の高い水域まで広く分布す

る種であると考えられるとしている。

　また，佐々田らは1954年から1963年にわたって瀬戸内海とその近辺約6Q地点で採集されたホンダワラ科藻

類の同定を行い，その分布の特性について考察した結果を報告しているが，そのなかで，ヒジキ，クソタレ

モク，イソモク，トゲモク，オオバモク，ホソバモク，スギモクはより外洋的性格の強い種，ヒジキの一品

種，マメタワラ，ヤッマタモク，カラクサモク，アカモク，ノコギリモク，ヨレモク，ナノリソ，フシスジ

モク・オオトラノオ・エソドウモクは内湾的性格のより強い種であると考えられるとしている・

　この他，八木12）は瀬戸内海西部および豊後水道の海藻の分布について調べ，トサモク，クソタレモク，オ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のオバモク，ネジモク，ツクシモク，トサカモクは比較的外洋に多く分布するとしている。また広瀬　は瀬戸

内海東部の海藻の分布を調べ，ヒジキは外洋的性格の強い種であることを示唆している。

　これらの研究結果と今回の調査および解析結果を対照してみた場合，海域区分として谷口は大阪湾を別と

してその他を一括し，瀬戸内海を2つの区域に分け，両水道域およびそれらの外海域や四国南岸域について

は特に記述しておらず，また佐々田らは瀬戸内海およびその周辺海域を和歌山県白浜から岡山県牛窓までを

比較的外洋性の強い海域，岡山県堅場島から来島海峡までを最も内湾性の強い一つの海域，広島県斎島から

早瀬ノ瀬戸までを比較的内湾性の強い海域，周防灘から佐賀ノ関までを外洋水の影響の強い海域と4つの区

域に区分しているのに対して，今回の解析では既述のごとく，瀬戸内海およびその周辺海域を四国南岸域も

含めて14の区域に分け，さらにそれらを5つの区分に，また瀬戸内海を4つの細区分にまとめている。

　しかしながら，これらの海域区分に従って，それぞれの区域の地形的，海洋的特性をもとにしてホンダワ

ラ科の藻類の分布特性を判断した結果はかなりよく一致している。

　即ち，アカモク，ハハキモクは内湾的性格が強い種であり，ナラサモ，トゲモクは外洋的性格が強い種で
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あり，ヤッマタモクは中間的性格の種であるとすること，およびウミトラノオは広域に分布する種であると

する点が一致している。また本研究で中間的性格ではあるがより内湾的あるいはより外洋的性格が強いとし

たものでも，それらをそれぞれ内湾的性格あるいは外洋的性格が強い種に含めるならば，マメタワラやフシ

スジモクは内湾的性格が強い種，ヒジキ，オオバモク，イソモクは外洋的性格が強い種であることになり，

これらも既往調査の結果と一致する。

　しかしながら，ヨレモクを内湾的性格のより強い種であると考える佐々田らの研究結果と中間的性格であ

るが，外洋的性格がより強いとする本解析結果とは異なる。これは佐々田らの採集地点が瀬戸内海に多く周

辺海域に少ないのに対して，本調査の調査地点は周辺海域にもかなり多く，四国南岸域にも及んでいるの

で，このような相違を生じたものと考えられるが，ヨレモクは中間的性格で内湾的から外洋的まで広い性格

をもつ種とみるのが妥当かも知れない。またジョロモクを外洋的性格の強い種とする谷口の研究結果と中間

的性格であるが内湾的性格がより強いとする本解析結果とは異なる。これは本調査においては，ジョロモク

は燧・備後灘，伊予灘，周防灘東部域で採集されたのみであったため，このように判断されたのであり，今

後，瀬戸内海およびその周辺海域でのジョ・モクの分布をさらに詳細に調査したのちに，その性格を判断す

べきであると考える。

　また，ヒジキについて佐々田らは，ヒジキは外洋的性格の強い種であるが，その一品種∬・μsヴor川θブ

ε1αv’ge耀濯は内湾的性格の強い種であるとしている。本調査においても内湾的性格の強い広島湾や周防灘

西部域でヒジキが採集されており，この調査では品種を区別していないが，これらは佐々田らのいう品種に

当るのかも知れない。またアカモクについても，その一品種であるクソタレモクS，horπε7’∫4μ70αご04εn－

1α砺配は外洋的性格の強い種であると述べているが，本調査で豊後水道域や紀伊水道およびその外海域で採

集されているアカモクはこれに当るのかも知れない。

　また，佐々田らは，研究に用いた材料が1954年から！963年に採集されたものであり，その時期は瀬戸内海

の藻場が急激な消失を示した時期の初期に当るので，その後の沿岸の埋立や諸廃水の影響がホンダワラ科藻

類の分布にどのような変化を起しているかを知るため同様な研究調査が改めて行われることを期待すると述

べているが，佐々田らの研究結果と本調査研究結果を比較検討してみると，主な分布種類およびそれらの海

域毎の出現率などに大きな差異は認められない。ただイソモクが佐々田らの調査では瀬戸内海のほぼ全域で

採集されているが，本調査では瀬戸内海東部域では採集されていない。また既述のごとく，佐々田らの調査

では採集されたが，本調査では採集されなかった種類もかなりある。しかしながら，このような相違は認め

られるが，既述のごとく本調査での採集には限度があったので，採集されなかったからといって分布してい

ないとは言い難く，もともと出現率の低い種類は勿論，出現率の比較的高いイソモクでも，それが採集され

なかったからと言って，それのみで瀬戸内海東部域のホソダワラ科藻類の分布に相違があるとは言い難い。

従って両調査間の15～20年間において，瀬戸内海域のホソダワラ科藻類の分布は，多少，外洋的性格が強

く，瀬戸内海域ではもともと分布の少なかった種類で分布しなくなった種類があるかも知れないが，出現率

の比較的高い種類についてみれば，量的な面は別として，分布種類，分布域，出現率など質的な面では大ぎ

く変化していることはないと判断してよいと考えられる。

　以上，瀬戸内海域およびその周辺海域のホンダワラ科藻類の分布について，分布種類や種類別の海域毎の

出現率や各種間の混生率をもとに，その特性について解析したが，その結果は既往の調査研究結果と矛盾す

ることも少なく，この解析結果がかなりよく分布特性を示しているものと考えられる。また，瀬戸内海域の

藻場構成種の主体を占めるアカモクは一年生で，生育量の季節的，経年的変動が大ぎく，藻場としての安定

性に欠ける点があるので，それを補って安定性を増すために多年生種の混生による藻場造成が考えられる

が，この調査研究結果から各海域で用いるべき多年生種の選択が可能であると考えられる。しかし，藻場造

成において，その成果を確実にするためには，今後，選択された種について，その生態を明らかにする必要

がある。
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摘 要

　1976，1977年に瀬戸内海関係14府県の水産試験場ならびにその他関係機関および南西海区水産研究所が沿

岸海域藻場調査の一環として実施した藻場干潟分布調査の潜水坪刈調査の結果を用い，瀬戸内海域およびそ

の周辺海域におけるホソダワラ科藻類の分布特性について検討した。

　（1）この調査においてホンダワラ科の29種の藻類が採集された。

　（2）調査海域を大阪湾，播磨灘，備讃瀬戸，燧・備後灘，安芸灘，広島湾，伊予灘，周防灘東部域，同西

部域，豊後水道，豊後水道外海域，四国南岸域，紀伊水道外海域，紀伊水道の14海域に区分し，各種の各海

域嬉おける出現率を検討した結果・これらの海域は出現率の類似性からA；瀬戸内海，B：紀伊水道および

そあ外海域，C：豊後水道域D＝豊後水道外海域，E：四国南岸域の5つの群にまとめられ，また瀬戸内

海域はa：大阪湾，播磨灘，b　l備讃瀬戸，c：燧・備後灘，安芸灘，伊予灘，周防灘東部域，　d：広島

湾，周防灘西部域の4つの群にまとめられた。

　この群をなす区域にはそれぞれ特徴的ないくつかの代表種をもつホンダワラ科藻類の群集が存在すること

が認められた。

　（3）各区域毎に種相互の混生の程度を検討した結果，アカモク，ヨレモク，ホンダワラ，ヤッマタモク，

ノコギリモクの5種は相互に混生しやすく，またヤッマタモク，ノコギリモク，イソモクの3種間，ネジモ

クとトゲモク，トゲモクとヨレモクの2種間でも相互の混生の割合が高いことが認められた。

　（4）検討結果を総合して，アカモク，ハハキモク，フシスジモク，ジョロモク，マメタワラは内湾的性格

のより強い種，ネジモク，ナラサモ，トゲモク，タマナシモク，ツクシモク，ナンカイモク，コブクロモ

ク，ヒユウガモク，ヘラモク，ヒジキ，ヤツマタモク，ノコギリモク，オオバノコギリモク，ヨレモク，オ

オバモク，イソモクは外洋的性格のより強い種であると考えられた。
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